
〔新規水車開発〕（「川崎町の資源をいかす会」との連携事業）
部員たちで協力して，老朽化した水車の代わりとなる水車を作った。今後は，新規水車が小水力発電システム搭載型の新規格型水車と
なるよう開発を進めていく予定である。

カワニナの生態調査と人工飼育を通した環境保全の理解

東北学院中学校・高等学校 科学部生物班 高校１年 大場優希，浅野匠登 顧問：小島紀幸

〔校内でのカワニナの飼育〕
現在，校内では一度に1000個体以上のカワニナを飼育することができている。人工飼育では，カワニナの生育に適した人工飼料
を検討している他，表現型可塑性や溶食についても研究したいと考えている。

〔周知活動〕（「旭ケ丘市民センター」の方々からのご協力）

活動を長く広く続けるために，地域の方たちと協力しながら活動内容を周知することにも日々努めている。
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〔環境保全活動〕（「仙台旭ケ丘ホタルとメダカの会」ならびに「旭ケ丘ホタルを育む会」の方々との共同作業）

カワニナの餌になるように，キャベツの外葉を園内の水路に設置する。また，カワニナがどんな環境を好むのかを調査する。

〔活動目的・活動内容〕

ゲンジボタルは日本固有種の昆虫である。しかし，国内にいるゲンジボタルは年々減ってきているため，環境保全の重要性が増
している。そこで私達は，ゲンジボタルだけでなくその餌となるカワニナの保全を目的に，さまざまな活動に取り組んできた。

水路の観察・カワニナ放流

表現型可塑性と溶食

キャベツの設置

カワニナ分布調査 全長２６ｍ

現地調査（水深・ｐH・水質）

カワニナ分布調査結果

地域の方々との交流会

自作したチラシ・ポスターの掲示

カワニナサイズ測定

水車設置完成

記念写真


